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㈱ローソンと共同で生産
「八幡平ピーマン」販売中

安代中学校学校林「ふれあいの森」
活動内容を高く評価される

一
部
の
ロ
ー
ソ
ン
店
舗
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
「
八
幡
平
ピ
ー
マ
ン
」は
、
上
寄
木

の
地
熱
温
水
利
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
改
修
し
、
同
社
と
市
が
共
同
で
実

証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
生
産

は
、
企
業
組
合
八
幡
平
地
熱
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
船
橋
慶
延
代
表
）が
行

い
、
室
温
管
理
や
必
要
な
温
水
量
な

ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
管
理
。
若
手

農
業
者
の
育
成
と
農
業
に
よ
る
地
方

創
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
価
格
は
税
込
み
で
、
ロ
ー
ソ
ン
店

舗
で
は
１
０
０
㌘
１
２
８
円
と
な
り

ま
す
。

◎
市
義
援
金
受
付
専
用
口
座

▼
岩
手
銀
行
平
舘
支
店（
普
通
）２
０
４
３
４
２
９

▼
北
日
本
銀
行
平
舘
支
店（
普
通
）７
０
４
０
７
７
５

▼
盛
岡
信
用
金
庫
西
根
支
店（
普
通
）０
２
７
９
２
３
１

▼
新
岩
手
農
協
西
根
中
央
支
所（
普
通
）０
０
１
８
８
８
９

■
口
座
名
義「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
義
援
金　
八
幡
平
市
会
計
管
理
者
」

※
窓
口
振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

【
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
義
援
金
】

◆
銀
行
振
り
込
み（
表
記
は
通
帳
記
帳
の
と
お
り
）

▽
３
万
円　
ヒ
ロ
ナ
カ　
ナ
オ
コ

義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
１
月
30
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
）

まきストーブの取り扱いに注意
　２月中、市内でまきストーブの取り扱い不注
意による建物火災が多発しました。正しい知識
を持って安全にまきストーブを使用するため、
次のことを心掛けてください。
◎点検・清掃をこまめにする
　煙突にすすがたまっていると、火災の原因と
なることがあります。機器の点検や煙突の清掃
をこまめに行いましょう。また、煙突の壁の貫
通部には、必ず「めがね石」を設置しましょう。
◎周囲に燃えるものを置かない
　まきストーブの周囲で洗濯物を乾かしたり、
燃えやすいものを置かないようにしましょう。
◎灰の処理は正しく行う
　灰をごみ箱などに入れると、残り火で火災と
なる危険性があります。灰を処理する際は、完
全に火が消えたのを確認し、ふたのある不燃性
の箱に入れましょう。
◎もしものときに備えて
　まきストーブの周りに消火器や水バケツなど
を準備しましょう。

　
市
は
、
２
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
タ
イ
・
バ
ン

コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
第
18
回
タ
イ
国
際
旅
行
博

で
、
市
内
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
旅
行
博
で
は
、
東
北
観
光
推
進
機
構
が
出
展
す

る
ブ
ー
ス
で
市
を
紹
介
。
初
日
に
は
、
昨
年
５
月

に
本
市
を
訪
れ
た
タ
イ
の
女
優
、
ス
ー
ク
ワ
ン
・

ブ
ー
ラ
ク
ン
さ
ん
と
田
村
正
彦
市
長
ら
が
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
り
、
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
タ

イ
旅
行
業
協
会
な
ど
を
訪
問
し
、
今
後
の
観
光
誘

客
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
出
会
い
成
婚
祝
い
金
贈
呈
式
が
１

月
28
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
小
谷

地
基
晴
さ
ん（
33
）、
味
鈴
さ
ん（
28
）

　はちまんたいHAPPYカップリングで成婚

小谷地さん夫妻 お幸せに

夫
妻
に
20
万
円
分
の
商
品
券
と
㈱
わ

し
の
尾
か
ら
提
供
さ
れ
た
日
本
酒
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
谷
地
さ
ん
夫
妻
は
、
平
成
25
年

12
月
に
開
催
さ
れ
た
市
の
出
会
い
支

援
イ
ベ
ン
ト「
は
ち
ま
ん
た
い
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｙ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」を
通
じ
て

交
際
を
開
始
。
昨
年
８
月
に
入
籍
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
、
小
谷

地
さ
ん
夫
妻
は「
笑
顔
が
絶
え
な
い

楽
し
い
家
庭
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」と
、
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
結

婚
し
た
夫
妻
は
、
小
谷
地
さ
ん
夫
妻

で
４
組
目
と
な
り
ま
す
。

田村正彦市長（手前）から小谷地基晴
さん（左）と味鈴さんに記念品を贈呈

海
外
か
ら
の
観
光
誘
客
の
増
加
を
目
指
し
て

タ
イ
国
際
旅
行
博
で
市
内
の
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ

災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
な
ど
に
つ
い
て

県
産
業
廃
棄
物
協
会
県
央
支
部
と
協
定

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
同
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

藤
原
支
部
長
と
田
村
正
彦
市
長
が
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

有
事
の
際
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
に

つ
い
て
、
市
が
協
会
支
部
に
協
力
要
請
を

し
た
と
き
の
連
携
体
制
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、藤
原
支
部
長
は「
情
報
共
有
に

努
め
、
市
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
災
害

に
備
え
て
い
き
た
い
」と
、意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　
県
産
業
廃
棄
物
協
会
県
央
支
部（
藤
原

正
基
支
部
長
）と
本
市
は
２
月
８
日
、「
災

害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す

握手を交わす田村正彦市長
（左）と藤原正基支部長

　
統
計
業
務
に
従
事
し
、
優
れ
た
功
績
の
あ
っ
た

人
を
表
彰
す
る
統
計
功
労
者
表
彰
で
、
松
浦
善
吉

さ
ん（
78
）＝
堀
切
＝
が
２
月
４
日
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
調
査
員
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
松
浦
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
か
ら
調
査
員
を
務
め

ら
れ
、過
去
10
回
の
調
査
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
は
、
市
統
計
調
査
員
協
議

会
会
長
も
務
め
ら
れ
、
長
年
、
統
計
業
務
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

松浦 善吉さん

農
林
業
セ
ン
サ
ス
へ
の
尽
力
高
く
評
価
さ
れ

松
浦
善
吉
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞

　
㈱
ロ
ー
ソ
ン（
玉
塚
元
一
社
長
）と

市
は
、
地
熱
温
水
に
よ
る
暖
房
を
活

用
し
て
栽
培
さ
れ
た「
八
幡
平
ピ
ー

マ
ン
」を
３
月
１
日
㈫
か
ら
、県
内
の

　
同
委
員
会
は
平
成
11
年
に
設
立
。

同
校
の
生
徒
が
学
校
林
の
下
草
刈
り

な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
森
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
は
、
盛
岡
市
の
ア
イ
ー
ナ

で
行
わ
れ
、
立
花
賢
生
委
員
長
や
同

校
の
畠
山
和み

き
た

君
、
佐
々
木
誠
君（
２

年
）な
ど
関
係
者
６
人
が
出
席
。根
子

忠
美
県
環
境
生
活
部
長
か
ら
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。終
了
後
は「
27

年
度
い
わ
て
水
と
緑
の
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
、同
委
員
会
を
含

む
３
団
体
の
事
例
発
表
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

安
代
中
学
校
学
校
林「
ふ
れ
あ
い

の
森
」管
理
委
員
会
が
行
う
長
年
の

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
１
月
30
日

に
知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 八幡平ピーマン

来場者にチラシを配る
田村正彦市長（中央）

立花賢生委員長（左から２人目）や
関係者に感謝状が贈呈されました
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